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奥
飛
驒
温
泉
郷
村
上

高齢者叙勲
次の方が受章されました
おめでとうございます
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市
で
は
、災
害
時
の
応
急
・復

旧
対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

篠
山
市（
兵
庫
県
）と
蒲
郡
市（
愛

知
県
）の
両
市
と「
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、高
山
市
と
相
手

市
の
い
ず
れ
か
の
市
域
で
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、被
災
市
の
要

請
に
応
え
、食
料
や
飲
料
水
、必

要
と
さ
れ
る
資
器
材
の
提
供
や
、

職
員
の
派
遣
、児
童
生
徒
の
受
け

入
れ
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

同
一
災
害
で
被
害
を
受
け
に

く
い
遠
隔
都
市
と
結
ぶ
こ
と
が

今
回
の
目
的
と
な
る
も
の
で
、市

で
は
今
ま
で
に
５
都
市（
越
前

市
、富
山
市
、松
本
市
、平
塚
市
、

小
松
市
）と
締
結
し
て
い
ま
す
。

○
遠
い
自
治
体
と
手
を
結
び
、市
民
の
安
心
に
つ
な
げ
る

篠
山
市
・
蒲
郡
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

協定書を手にする國島市長と
酒
さか

井
い

隆
たか

明
あき

篠山市長（左）
2月3日撮影　篠山市役所

協定書を手にする國島市長と
稲
いな

葉
ば

正
しょう

吉
きち

蒲郡市長（左）
2月13日撮影　市役所

問
合
先
危
機
管
理
室

35-

３
３
４
５

高
山
市
の
昨
年
の
観
光
客
入
込

み
者
数
は
、３
４
８
万
１
千
人
に

と
ど
ま
り
、前
年
よ
り
８・68
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、外
国
人
観
光
客（
延
べ
宿

泊
者
数
）も
大
幅
に
減
少
し
、９
万

５
千
人
と
平
成
17
年
の
市
町
村
合

併
後
、過
去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
客
の
減
少
理
由
は
、東
日

本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
旅
行
自
粛
ム
ー
ド
や
、円

高
の
影
響
に
よ
る
訪
日
観
光
客
の

減
少
が
主
な
も
の
で
す
。

市
で
は
震
災
直
後
、通
常
の
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
前
倒
し
実

施
、高
山
祭
の
映
像
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
、海
外
メ
デ
ィ

ア
や
旅
行
会
社
の
招
へ
い
な
ど
に

よ
り
、当
地
の
安
全
・安
心
・魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
誘
客
を
進
め
、

観
光
客
数
の
回
復
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

今
後
と
も
、官
民
一
体
で
国
内

外
へ
の
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●平成23年観光客入込み者数

観光客数は
348万余に
震災・原発事故・円高の影響

問
合
先
観
光
課

35-

３
１
４
５

観光客入込み者数 外国人宿泊者数

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

426 419 435 426 404 381 348

（万人） （万人）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

440
420
400
380
360
340
320

5
10

15

20

89,500人 107,200人
132,300人

171,180人 148,000人
187,000人

95,000人

●がんばろう日本！　～飛驒高山は東日本を応援しています～

高山防災ラジオ

問合先 危機管理室　　35-3345

緊急情報も自動起動でキャッチ
●申込みは最寄りの電
機商業組合加盟店で
取扱っています。
●利用料は月額300円
です（平成25年３月
まで100円助成）。




